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はむめに
バレーボールは，昭和21年の il)
以来，各期の学習指導要領
の中に，庭球型，バレーボーノレ型，球技，
団スポーツというふうに，その属する
異なっていても，体育学習教材として継続し
て配列されている。
しかし，バレーボール教材は中学校で初め
て，体育の教材として経験するものである。
小学校での経験の少ないゲーム形態をもっ教
材を，如何に合理的に学習し，習得するかと
いう関心は高い。
，中学校バレーボール教材の配列の妥
当性及び将来にわたってバレーボールを愛好
していける技能の発展J生の問題などについて
も数多くの議論がなされてきた。
そこで本研究では，戦後40年の
技術の進歩やノレール改訂によ
って，中学校バレーボール教材がどのように
してきたのかを明らかにするため，ノ"v
FUKUMOTO 
ーボール学習の自標ヲ内容につい
を試みた。
研究 i去;
研究資料は昭和21年から昭和的年
(1985)までの学校体育，体育科教育，新体
(子どもと女子の体育)等の体
中から，中学校バレーボール教
材に関した全ての学習指導の投稿内容を用い
た。
年代区分は，昭和21年 (1946)より昭和60
王子 (1985)までを学習指導要領が改訂された
時期で区切り，昭和21年から昭和33
(1958)までを第1期9 昭和34年
から昭和44年 までを第I期，昭和45
(1970)から昭和52年 (1977)までを
期，昭和田年から昭和60年
までを第IV期とした。
i パレーボー
バレーボール関係投稿総数は表1に示すよ
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つ
る。
期間では第 I
る。
2 パレーボー
りあげた ょう
新体育
G編で，総数は111編であり，
予
} 1で示した投稿総数の22.7克である。
S編 .0%)，第百
(25.6%入第
の取りあ る。こ
れは 呂標およ
を取りあげた
からである。
と
話
???
議
げられたバレーボール学習の目
および，これらを類別にまとめ
ると次の結果になる。
(イ)知識 e理解に関する自
に関する目標として「バレーボ
るj，iバレーボール
と発達、レクリェーションとの
を理解する j，rバレーボ
-Jレの特性を理解する」等があげられた。
に関する自擦
る目標として
を鳴るくするム
_， ~ 
ヲGJ， の向上を図る J，
げられた。る正し
料自
白
するj，r自
として「尽
をする j，rグループの
ができるようにす
を果すム「考える
の問題点を見つけ
「自分に見合ったスポーツを身につけ
ていく j，r自己の能カを知り 9 自己の自擦を
たてる工夫して練習する」等があげられた。
仲技能に関する自
関する目標として「技術のコツの発
を堤進させる j，r泰礎的技術から高度なも
のへ発展させるJ， 匂応用技能を養う j，
「パスとサーブ+によるゲームをする J，r 3段攻
を含むラリーの続くゲームをする j，r攻め
方，守り方を工夫しゲームをするふ「ルール
にのったゲームをする j，r技術を身につけ/レ
ールや変える j，r二人のコンビネーション(ト
ス→スパイク)を結びつけるj，r小人数でゲ
ームをする」等，技術の段階を考慮、した自
個人技能や薬密技能に関する自襟 Jレールや
人数を変えたゲームなど生徒の技能や欲求を
した目標があげられた。
(村社会伎に関する目標
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として るJラ「自
7 J， 
「助け合う J，
を確立する J，r規制を守るヲ
?
げられた。
付 関する目標
る呂
を養う j，
る正
きる」が
あげられた。
(ト) その他の呂襟
その他の呂擦として
つくる j，rレクリェーション
つj，'相手に勝とうとする目擦をもたせる」が
あげられた。
(2) 各議選における
付)第 1期
怨
におけ
るバレー 目標
表3 第I雰iにおけるバレーボール学習目標
分類墳 民
知識 稜解
健康 体力 4 (21 1) 
ヨ三 'il: 2 (10‘5) 
有E 5 (26.3) 
全土 IZス〉、
1A 
そ グ〉
言十
123 
3から第 1期におけるパレ
目標は
26. 
る自
。/
/0， 
.5 
であ
った。 iそのf庖」の目標
をつくるム「レクリェーション
を養う」があげられた。
この期においてはヲ
さ
らヲ
ツを
道{意的性
ポー
スポーツマンシ
、y
うとい
うことがあ
におい
ては，
つな
どもの鋼伎や自どがあげら
された。
これらの体育の器
を受けていることがわかる。また，
るサッカー学習罰
和33年)においては
されているが，バレーボールの学
習目標ヲ第 1期においては「社会性」と
に関する目標が重視されている。(表S
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(ロ〉第n期
るノ〈レ
~昭和44年)におけ
日
表4.第紅葉丹におけるバレーボール学習日襟
N(%) 
ぅ子 類 1笈 日
知識 現解
健康 体力 3 (13‘6) 
自 玉 '1笠 3 (13.6) 
技 ムEKZ .5) 
ネ土 JコEスゐ 性 5 7) 
1女，ょ「・ ノゴ二、 1 ( 4.5) 
そ グ〉 ft包 ( 
百十 22 
4から第I期におけるバレーボール学習
目標は「技能」に関する自擦が45.5先と最も
し次いで「社会性」に関する自擦が22.7
%， i健康@体力」に関する目標が各々13.6%
であった。
この期においては，昭和33年
より「心身の健全な発達をf足し，
カを高めるJ，i各種の運動技能を高め
るJ，i社会主主活に必要な態度や能力を高め
るJ，i心身ともに健康な生活を営む態度や能
力を養う」等4項目の目標を体育と保健の分野
から適切 を行うよう発表さ
の自擦が提示された。また昭和27年頃から臼
本が急速に工業{七社会に進み，技術革新，科
系統主義が反映し，さらに，昭和39
年の東京オ 1)ンピックの開催に伴う技能中心
勝利志向が教育界にも少なから
を与えたものと考えられる。
また，教師
自主性・社会性を
及・発展してきたのもこの頃である。
第百期においては第 I期と比べて「技能」
に関する自擦が増加している。サ、ソカーにお
いても「技能」に関する目襟は増加している
が，その占める割合いに差が見られる。(表8
参照)
付第II期(昭和45王子~昭和52年)におけ
るバレーボール学習日
表5.第II期におけるバレーボー/レ学習皆様
N(%) 
分類項 日
第1Il期
S.45~52 
!知識・理解
健康ー体力 5 (16.1) 
自 eE '1生 6 (19 
技 ム日トEペ .2) 
t:l: it 
安
ト一一一
そ グ〉 他 1 ( 3.2) 
計 31 
5から第II期におけるバレーボ
自擦は「技能」に関する目標が最も高く，次
いで「自 に関する自襟が19.4ヲ6，i健康・
学校体育における
体力J，r社会性」に関する自擦が各々16.1%
であった。
この期においては，昭和44年
領の改訂がなされ， (7)体育の自擦が，「強健な身
体を養うとともに，旺盛な気力を育て，体カ
の向上を図る j，rスポーツやダンスの技能を
させヲ積極的に運動を実践する習慣を
て，生活を健全にし明るくする能力や態度を
つj，r競争や協同の経験を通してヲ公正な
歩進んで規則を守りヲ互いに協力
して責任を果たすなどの能力や態度を養う jo
を習得させ，生活における体操，スポーツお
よびダンスの意味を理解させるとともに運動
を合理的に行う能力や態度を養う」
り r将来の社会生活への適応、のために運動を
生活の中に活用する」等が示された。これら
は科学技術の急、速な進歩に伴って，
の変化，都市化，交通機関の発展， 日
の機械北による体力の低下とともに，東京オ
リンピックにおける諸外患との体力差から自
由時間の過ごし方が問題にされるようになっ
たからである。また，技能についてはテレビ
におけるスポーツ番組の増加等，技術情報の
スピー~..化が図られた。
においては「自主性 j に関する目標
の増加が見られるが["技能」に関する呂擦が
され，これはサッカー学習自擦と同様で
あった。(表8参照)
4ニ) 第IV期(昭和53年~昭和60年)におけ
るバレーボール学習自襟
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表6.第N期におけるバレーボール学習目標
N(%) 
分類現 日
第 N ;!哲j
S.53~60 
知議・理解 3 ( 4.9) 
健康・体カ 3 ( 4.9) 
自 三E d性 19(31.1 ) 
技 能 19(31‘1) 
お; 1コ』ス 性 23.0) 
安 全 3 ( 4.9) 
トー 一一一一
そ グコ 他 _i ノ
三十 61 
自擦は「自主性j，["技能」に関する自
31.と高し次いで「社会性」に関する自
@体力j，
この期において 都市生
きがいの変化，高齢化社会による運動。スポ
ーツに対する欲求や必要感から多機
まりが見られ，それを受けて，
年 目標(1)の旺盛な気
なカが強い意志に， (2)は
を通して運動技能を習得させ，
しさを味わわせるとともに…に， (4)は健康，
して運動することができる態度を
ポーツへの準犠期
あり方が問題にされるよ
うになった。
においては「技能j， ??
??
126 法U::J手f申・
る自標の られ，逆に「自
に関する呂 られ
a野口七部
(ロ) e体力」に関する
に関する自 .1 
? ?
た。しかし 9 この期においても「技能」に関 第
る詰襟の重視が見られた。
バレーボールにおいては「自
る自 と，
???
?
「???????????
?
?
?
?
??????「
に関する
)。ここでの
のバランスの
るいはチャン
ピョンスポーツ しての“みんなのスポー
あるい
るようにう生渡ス
していることがわかる。
ツペ
は
ポーツを強く
。) によるバレーポー 議
(イ) に関する 自
は努Ll事jが5.
自
なく
は見らてヲ し
れない。
による 第
よ
る日
リンピック後，
が限れまれ宅
なければf本カは向上しないという
生法スポーツ
ら，
にお
いては，そのための楽しき経験と反発性@白
を求めた自擦に変わってきたものと思わ
れる。
十全 「自 る目標について
'f:j 
%，第n期が13. 第m期が19.
と期毎に増加していた。 (P<0. 
にも述べたが9
自発的・自
白指されたものと言え
る。
る自
「技能」に
第n期が45.
31.1見と
れしていた。 (P<0.05) 
第 I期が26.3%，
して して き
(ホ) に関する自
に関する目標は第 I
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第
23. とラ の傾向を示していた。
(サ る目標
る自 第n 第
で，第 I よ られ
なかった。
表 8.類別によるサッカー学潔目標
ると，ノfレーにおける 自擦は
「技能」に関する呂擦が36. と最もi議し
次いで「自 に関する自擦が22.
る自襟が21.8%と され，以
る呂襟が11.
る自擦が3. であ
った。サッカーにおいてはヲ に関す
も高く，次いで、「技能」
「自
なっ
ている。 8参照)
してこの
・体力J，r自主
しているにもかかわら
_， 
"c 
この様な結果を示したのは，次の様なことが
られる。
①種目の特性による
a) r技能」に
バレーボールはボールを とすことな
ししかも保持せず
??? る
ゲームである。 てラノfスなど
がある にしきなければ，ルール
てもゲームを楽しめない。これによる
視が考えられる。
??
る思
ネットをはさんだ攻防によるゲーム
チームとの身体接触はサッカー程多くない。
従って味方簡の協力・マナー，態度が主とな
る。サッカーはこれらに加えて相手チームに
るマナーヲブエ
バレーiIて一一/しより
c) 
レイ等が刀Eわりヲ
される
に関する自襟
る。
初心者段階でのバレーボ
ゲームを中心に考えた場合，サッカー
て移動が少なく全身持久力に対する
ないと考えられている。
??
??
?
?
? ?
よれば9
おける 患の中で，バレーボ
ノーレが9.7先，サッカーが14.
バレーボールが17. サッカーが7. であ
??
?
? も高い G にもかかわらず，この毘
が低いのは問題がある。
@ よる
に関する自擦は前にもあ
に増加傾向を示し，こ
「自
にヲ第 I
よ
し予
された。こ による人間の
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運動への価値感の多様fじと運動需要増大に対 オーバーハンドトス，ジャンプトスラ
L，多様化した社会でどのような人聞を育て トスラ流しトスヲ平行トス，パックトス，ロ
るのかという自襟の移り変わりによるもので， ングトス，ワンハンドトス， トスワークラレ
生涯スポーツの準備期としての学校体育で自 シーブトス，二段トス，前衛聞のトス
発的@自主的に運動に取り組める生徒の育成 ④パスとレシーブ
が自指されたものと言える。 円陣でパス→レシーブ，扇形で、パス→レシ
ーブラランニングパスでパス→レシーブ
2 ⑤レシーブ
前後レシーブヲ正面レシーブの台上レシー
ブ，対人レシーブ，スパイクレシーブ，ブロ
ックカバー，カバー 1)ング，つなぎヲローリ
ングラスライディングラ間転レシーブ， 3人
組レシーブ，シートレシーブ，各ポジション
に適したレシーブ9 サーブレシーブ，サーブ
(アンダーハンドサーブ)→ランニングキャ
ッチ，アンダーハンドレシーブ
ゆサーブ
的あてサーブヲ投げ入れサーブ，アンダー
ハンドサーブ，サイドハンドサーブヲオーバ
ーハンドサーブ9 フローターサーブ¥ ドライ
ブサーブ，変{七球サーブ，スライドサーブ，
コースの打ち分け，攻撃的なサーブ
⑦ブロック
ブロックジャンフ:投げ上げボールのブロ
ックラ攻撃に対するブロック(ストップ)
⑧ネットプレイ
ノぞスから， トスからヲ キノレから令 タッチか
らのネットプレイ
トス， ⑨スパイク
???
思
本研究のバレーボーノレ教材で取りあげた
自の総数は1300鋼であった。これを
宇野翌日(ノfスヲ トスヲスノfイク，サーブ，ブロ
ック等)，練習形態
して列挙する。
①ノマス
オーノ〈ーノ¥ンドノぞス，アンダーハンドパス，
対人パス，隊列パス，直上トス→パス
は産主トスからパスへの連係を表わす。以下
同様に扱う。)，チェストパスラ横手パス，シ
ングルパス，パックパス?総み手オーバーハ
ンドノfス，ロングノfス， ジャンブ。
パス，けんけんパス，前進パス，前後左右に
してパス，ランニングパスラ三角パス，
円陣パス，パスラリーラパス競争曾パスのつ
きあい，攻撃的なパス(スピードパス)，的入
シー トノfス，グループパスラレシー
フツぞス
②パスへの導入
ボール慣れ，ジャンプキャツ
キャッチパス，捕球→ド 1)ブ/レ→投9 ワンバ
ウンドパス，ヘディングパスヲ壁ノfス，
ス→直上パス，膝をついてパスラピーチボー
/レを使ってノfス
命トス
ダイレクトスパイク，一人でトスしてスパ
イク，中衡のスパイク，キ/レ9 流し三千/レ，
上三千ルヲタッチ，フェイント，軟打，強打(フ
ルスウィング)，ストレートスパイク，クロス
スバイク，タッチアウト
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⑬スパイクへの導入
ジャンフ。パス返球， トス 、ソ〉〆コー、
投→ジャンプタッチ，投→ジャンプトス→ジ
ャンプタッチ，投→捕→打，スナップ，壁シ
ートラはじくからパスからす7つへ移行する，
ジャンプ→ボールキャッチ
⑪技術の組み合せ
パス→パス，パス→トス， レシーブ→トス，
トスアンドトスヲサーブレシーブ→トスラブ。
ロック→レシーブ，レシーブ→スパイク，サ
ーブ(オーバーハンドサーブ，アンダーハン
ドサーブ，フローターサーブ)→レシーブヲサ
ンダーハンドレシーブ， トス→キル，
トス→タッチ，カバー 1)ンク*→セットアップ，
流しトス→キル， トス(流い直上トスヲ
行トス，低いトス)→スパイクヲパス→パス
→ノマス， パスー今トス→パスヲパス→トス→キ
ル，パスーでトス→タッチ，パス→パス→タッ
チ9 捕・投→パス→パス，サーブレシーブ→
トス→パスラ レシーブ→トス→パスアタック，
パス→トス→スパイク，パス→トス→Aクイ
ック，パス→(フォアトス，パックトス，
上トス，流しトス)→スパイク，スパイクレ
シーブ→トス→スノfイク，サーブレシ…ブ→
トス→スパイクヲサーブレシーブ→トス→A
クイックラレシーブ→トス→フェイント，サ
ブレシーブ→パス→トス→スパイク，レシ
ーブ→パス→トス→スノfイク，レシーブ→パ
ス→トス→キル
⑫攻防
防御，守備， 三段攻撃9
四段攻撃，時間差攻撃予移動攻撃，コンビネ
ション攻撃，タッチ攻撃，迷係プレイヲオ
ブ。ン，クイック(速攻)， トリック， リパウン
れパスアタック 9 パスの攻守
窃複数での攻防
1対2， 1対3，2対2，3対3，4対4，
5対5，6芦す6
⑬ブォーメーション
レシーブブオーメーションヲサーブレシー
ブブォーメーション，スノfイクフォーメーシ
ヨン，アタックフォーメーション
⑬リードアップゲーム
ボールゲーム， JI援送球，ネットボー
ル，ボールころがしゲームヲ投げ合いゲームラ
打ち合いゲームヲメデ、イスンボール当てゲー
ム， 1)バウンドテニス，ノ〈ウンドバレーボー
JL-， ホールデインクゃバレーボール，パス遊び¥
パスゲーム，簡易ゲーム，乱打ゲーム
⑬ゲーム
3対3，4対4，5対5，6対6，9対9，
ためしのゲーム，中間ゲーム，確めのゲーム，
まとめのゲーム，約束ゲーム
以上の①からゆまでの学習内容の項毘で争
パスへの導入，⑥サーブ，⑨スパイク，⑬ス
ノfイクへの導入等は偲人的技能として，又④
パスとレシーブ，⑧ネットプレイ，@技術の
組み合せ，⑫攻防，⑬複数の攻防，⑬フォー
メーション等は集団的技能として分類した。
さらに①パスヲ③トス，⑤レシーブヲ⑦フ冶
ック等の項目については個人的技能に関する
内容と集団的技能に関する内容に分けて類別
L，残る⑮リードアップゲームと⑬ゲームは
ゲームに関する学習内容とした。
9はバレー 内容の中で個人的
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関するものを
したものである。こ
%)ラ
池上寿イ申@
技術別
ともノぞスに
第Il期 .0
と
も多く取りあげられ雪第n期を除い
った。 (P<0“ 
したごとし数多くのパスに関す
る項目があったことにも関係していると
れる。例えばオーバーハンドノfスやアンダーハン
ドパスなどのノマスの項目はどの資料にも
されてあり，特に第N期ではこのようなノ4ス
の種類以外に守パス 入としてキャッチ
ノfスペコワンノ〈ウンドノfス，
あげられた。昭和45年及び
唱も「ノfスはトスとともに
的技能を成立させるための重要な技能て、ある」
と表現されており，バレーボールの基本技能
とも考えられるパスを
つ楽しく習得させようとの意図が双方一致し
ていたと言える。但しトスに関しては各期を
してilIlJil~威していたようで、ある。
%)ヲ
あ
サーブに関しでは，第n期 .9
(19. と約 -26%の取り
った。
-野口七Fl[i
の目標と内容を打ち出し，第
2，第3 ト又 流し)やキjレラ
タッチヲ トスとタッチラパス→トス→タッ
パス→トス→キノレなどの基本技能や応用技能
を取り扱っているものの令第 1
技能としてのパス(上手， とサーブ(下
)しか取りあげていない。これは第I期の学
習内容が基本技能であるパスとサーブの項自
内のものであり，サーブの占める も
ったことを示す。又(同日本バレーボール協会
日本パレーボール協会)五十
よると，昭和東京オ I)ン
ピックで
ムは，
と言われた日
おい
て「変化球サーブ， し
してある。又昭和36
レーボ
であったフローターサー
ローターサーブは別名テニス
ばれるが，その静設はサー
ブ
きtした。 ブ
ブとも呼
の型に類似しており，療を屈転させながら
を前方へ移動させ水平方向のカをボー
える型のオーバハンドサーブよりも手軽に
えることができラ高官上方向へのカをボールに
加え易いということである。これらのことか
ら，変化球サーブへの学習者の魅力とフロー
ターサーブへの取り組み易さなどから，
期においてフローターサーブさを
内容として取りあげるようになり，サーブの
占める割合が高くなったと考える。
スパイクは各嬬を通じて約15-泊先程で大
なく，ブロックとレシーブに
向はなかった。
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関する学習内容を各期
毎に各技能内容別に分類したものである。こ
の表から第 I期にパスラリーが多く取りあげ
られた。この期のパスラリーには円陣パスと
ランニングパスが出現している。バレーボー
ルは“パスにはじまり，パスに終わる"と言
われる。しかし，発生さ当初は“YMCAのレク
リェーショナルスポーツ"であったバレーボ
ーノレは，“ゲームの目的は，ネットを
互いにボールを打ち返すこと
れていたらしい。羽田それが日
でどこででも楽しめるスポーツとし
えて，
とさ
女
し
ていたのであろうか。とにかし各期を通じ
て円韓ノfスは出現していた。
第I期では攻めにつなぐ(トス→スパイク)
自 .8%) と攻撃の項目 (29.
く取りあげられた(P<0.05)。 昭和26年(泊中
内容は，パス，タッチ9 キルラ
サーブ，ストップヲネットプレイ，
ゲーム等が取りあげられているが，
は遅攻法，正面攻撃j法，側出攻撃法，特殊な
として名称を説しただけで各項自を羅列
した!惑がある。しかし，昭和33年改訂版では，
る内容として応用技能の三段
取りあげている。一 パス
→トス→タッチのプレイ，パス→トス→キル
による連係プレイを
を示している。又，その他に応用技能と
してトスとタッチ，ネットプレイ等を
攻めにつなぐプレイの学習を示している。
このようなことから，第I期てやはパスラリ
ーによる小集団学習よりも攻めにつなぐ填自
のブ。レイ く出現し，
なう技能の組み立てが現われ始めたことを示
すと思われる。
次に，第m期では，攻撃(コンビネーショ
ン)の項目と防御(フォーメーシ
ョン)の項目 (28. が多く取りあげられ
た(P<0.05)。この 1心昭和46年に
レーボール活動が6人需Ij一本
化となりヲ又翌年の昭和47年にミュ
ンへンオリンピックで，全日本男子が“速攻
コンビネー ション"という新戦法'((1'すつ
メダルを獲得するというイベントがみつた。
昭和45年中学校指導警によると，規制に関し
て fg人命1]と 6人情Ijのどちらを とするか
については，どちらも含める考えである」と
してある
G人命IJに興味を党ふ新しい戦法を習得する
べくボールに飛び、ついたことを想像するには
くない。
昭和45年
とレシーブを内容に取り扱って
いる。パス攻撃とは，パスの方向や高さを変
え，相手の失敗を誘う型の攻撃的なパス
るともつけ加えてある。さらに防御に関しで
もラ相手の 2段句 3段の攻撃に対して有効な
きるフォーメーションづくりが
伺える。
尚，第IV期ではパスラ 1)ー の項目
と攻撃(コンピネーション)の項目 .2%)
が多く取りあげられた(P<0. 。これは
と向様にヲ
も記されている とレシー 内
じているものと思われる。つまり，様々
な形態で、パスラリーを行なう際に，徐々に
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なパスを加えて行くことにより，パス攻
る集団的技能としてのレシーブ隊型
を強屈にする意閣が推察される。
(ヰ)
表11は各期毎のゲームに関する学習内容を
したものである。各期を通じてリードア
ップゲームが多くあがっていた。特に第 I期
には願送球，ネットボール等の小学校ボール
運動教材で取り扱かわれた内容やバウンドバ
レーボールラホールデインク、、バレーボールが
含まれている。第n期以後も 1)ードアップゲ
ームが多く取りあげられ儲人的技能のパス技
能をゲームイちして楽しく高めようとする縄向
があったものと考えられる。
I期，第n期のリードアップゲームの内
は，第 I期の簡易ゲーム，第I期以降の
パスゲーム等が多く取りあげられていた。こ
れは第 I期の技能指導過程が基本的技能→応、
用的技能→ゲームといった系統的
ったため，単元の終りで完成に近いゲームを
行なえるようになるまで，簡略化されたゲー
ムがもてはやされたことを示している。
ゲームの項目については第醍期 (41.7%λ 
第N期 .2%)と約40%-50先苦手!の取りあ
げ率であり，第 1期，第I期に比べ多くなっ
ていた。
傭人的技能と
表12は本研究の学習内容で出現した倍人的
技能と集団的技能につい したも
のである。表から倒人的技能と集団的技能の
比率が第 E期(4対日，第n期(7対3)， 
と第IV期(6対4) と徐々に集団的技
能の占める くなっていた。このこと
は集間的技能の所で述べたように，
要領の昭和33正予の改前綴でトスとタッチやパ
ス→トス→キルなどの型で遼係プレイが取り
扱われたり，昭和44年改訂版以後ではパス攻
とそのレシーブやレシーブ隊型等の組織的
な攻訪の集団的技能が示されたことに関係す
ると考えられる。つまり事集鴎的技能を攻坊
の形で学習し，その中で必要な基本技能或い
は個人的な技能を見つけ出していくという，
いわば集団的技能を中心にゲームの様相を
めていく方向への配麗が浮き彫りにされたと
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言っても過言ではないと思われる。
国 lは学習内容、を個人的技能，集団的技能，
ゲームに分類し各期毎に表わしたものである。
この図からも個人的技能が各期を通じて減少
し，集団的技能は連係プレイや総識的な攻訪
に関する内容等によって第 I期から第I期ま
で増加しヲゲーム内容については第I期から
まで徐々に増加していたことが分かる。
? ? ?
まとめ
本研究では中学校バレーボール教材の変還
を明らかにするために，昭和21年 (1946)か
ら昭和前年 (1985)までの体育導門雑誌に掲
された全ての学習指導に関する投稿内容を
文献調査した。主に学習自擦と学習内容に関
して分析を行なった。その結果9 次のような
ことカf明らかとなった。
69.6 偶人的技能
習
内
?
20 
62.0 
52.5 
集団的技能
34.3 
同-。句 30.5
."，.，. 
7'一ム _.JIJI 」戸_-18.0 
.."""---戸-"iI"'~
13.3 --_.-_-日_-13.2 
10.2 
10 
。
第 I期
S 21-33 
言語 I 期
S.34-44 
第 N 期
S.53-60 
〈時
第 I 期
S.45-52 
1~ [玄 分〉
関1.学習内容の変遷
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1，各期を通じて技能に関する自
れた。
2，自擦に関する各項目においては種目の特
を いると思わ
れる0
1 個人的技能に関する内容は，各期を通じ
て減少したが，
てのパスに
4.築躍的技能に
おいて基本技能とし
ラリーなどの
と第
に増加しており， レ
ーボー イベントなどに rt 
ているものと思われる。
5.ゲームに関しては，特にパス技能に対す
る1)ードアップゲームが各期を通じて
していた。
以上のよう ら各時期の資料数にば
らつきがあるが，社会の変動，バレーボール
競技界の動きヲ
fこノfレーボ
れる。
け
されてきたと
しかし?現実問題としての体育の生活化，
ポ…ツへの学習者の姿勢に対する期待
はつめるばかりで 9 各種の運動，スポー
自の活動が合理的かつ有意義に行なわれるた
めに，より一層の教材内容，の精選及び選択化
が行なわれるべきでありヲさらに各種目
習内容に対する合環的な実践及び、研究が望ま
れる。
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目標
・バレーボールに対する教養を高める
烏ゲームを過して心身を修練し体力，判断カ等
る
うとともに，胸廓の発達を
促進させ，筋 神経の調整カをE認める
-技術のコツ，所謂勘の発達を促進させる
・フットワークラ身のこなしを自然に会得する
@義礎的技術から学年の進むにつれて高度なも
のへと発展せしめ，協同精神，判断力，機敏性
社会性を?函養する
-運動に興味を持たせ，学習態度招縫立する
e 自由時に自発的に練資する
-自主的な活動をする
1 ができ
るようにする
• 2年一基本‘応、用技能 簡単な作戦を
立ててゲームができるようにする
. 3年一バレーボールの技能を高め，相手を考
え作戦を立ててゲームができるようにする
。協力，自己の責任を果たす，規則を守る，コ
ートマナー等の社会的態度の育成
句協力，寛容の徳
帝時lこ於いて，ょ
の育成
-社会体育への素地をつくる
-レクリエーション
資料2
n期日書59 総書
目標
となる習慣
7 
・学校として「体力づくりJI技能づくりJに重量
d王
-正規にi丘い規射のゲームを行ない，
カ，技能の向上を図る
・8己の能力を知ると共に，自己の自擦をたて
る
-バレーボールに習熟する
。攻撃の基本技能ができるようにする
・パスとサーブによるゲームヲ トス命タッチ等
の技を浴いたゲーム
.トスヲスパイクラストップなどの技能を用い
たゲーム
-アンダーサーブとパスによるゲーム
-簡易な規則でゲームを行なう→校内大会
・ゲームの審判やゲームの運営が正しくできる
ようにする
-皆でねばり強〈頑張る，カバーする，協力す
る，責任を果たす
-グループでi協力して練習し?パスとサーブに
よるゲームができるようにする
・グループ。内の協力・責任により合理的な練習
ができるようにする
-グループ。の練習計悶ラ各自の役割を果たす
資料 3
頂期日制寄付5)-1977
日襟
を養う
・運動の実践を習慣化する→生活を健全に明る
くする。社会性を身につける
を高めラ体力を高める
・いつでも健康で、働ける
-技術の向上を関り，体力づくりを重視する
'現在から将来に渡ってノfレーボールをプレイ
し，ゲーム L，楽しみとし.また競技として
主主沼化していけるという見通しをもっ
-学校§襟 進んで、取り組み最後までやりぬく
-自分から進んで運動しようとする人間
る(号室が高まる)基本的技能を身
につける
・試合の中で三段攻撃を使えるようにする
-皆が運動を楽しみながら技術も上透していく
@バレーボールの基礎技術を修得し，それをゲ
ームに生かす，その喜ぴを味わう
・基礎技術を修得しゲームにいかす
叩攻撃命防御を考えゲームができる
・個人が努力し，チームワークをよくし，攻撃
的プレイが見られるゲーム
・ゲームのきまりを守って，協力して練習でき
るようになる
-三間以内のパスで返す
. 1年 パスをつないで。相手のコート後方lこ返
ま求
• 2年一ラリーをつづけ意図的に返球
. 3 if.ーチャンスがあれば，攻撃を取り入れる
.皆で研究討議し練習計濁を立てて学習する
eチーム練習の問題点を見つけ出す
・お1iいに助け合い， j為カし合って練習し，よ
りよいゲームをする(三段攻撃を多くつかり
・相手チームに勝とうとする自標をもたせる
e 勝ちゲームにするために考える学習をする
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資料 4
IV織か幻喜 (53)-1号車5
尽標
・理解ーバレーボールと発達，レクリェーショ
ンとの関係，運動衛生に関する基礎知識
思い
やりのある生活
・学校目標一生活の必要な基本的知識，技能を
身につける
・スポーツ内容を広〈選択できるようになる
.生徒が人間らしく生きるために，
ったスポーツを身につけていく
.運動したい気持ちを起こさせる
・スポーツすることの楽しさを体得する
・皆が楽しめるバレーボールづくり
-初心者一バレーボールへの愛好的態度を育て
る
・一人一人めあてを持つ
@自己学資カの向上
・学び方を学ぴつつ学習する
.自主的な学習ができる
・ゲーム中心に学資をすすめ，ルールを工夫し
簡単な攻撃や防御の作戦を生かしたゲ、ームを
楽しむ
-少人数のチーム編成でボールに触れる回数を
多くし，ゲームを中心に生き生きとした楽し
いバレーボールにする
-皆がスパイクやサーブがま了て(攻繋が先)，ラ
1)ー がつづくゲームを自指す
-ニ入のコンビネーション(トス→スパイク)
を結びつける
e 技能 パス・トス・タッチ・キル:サーブゃな
どの基礎的技能を伸ばす
・コンビネーションを中核にして，ラリーの連
続とスパイクを含むゲームができる
・バレーボールの種々の技能を修得し，集団技
能を生かした攻防の仕方を考えて
中心としたゲームができる
-三段攻撃を含むラリーの続くゲームをする
とそのラリーの継続か、楽しきである
・ボール扱いになれ，記録をもとに，攻め方，
守り方を工夫しゲームをする
-三段攻撃を意図した攻めをする
@相手のチャンスボールやフローターサーブを
レシーブして三段攻撃を主主かしたゲームがで
きる
. 6人制ルールを修得しルールにのったゲーム
をする
ーパスを中心とした攻撃や防御を用い，楽しい
ゲームをする
-技術iを身につけノレールを変える
-皆が蝕球数や勝敗を過してチームの中でいき
る
-味方がミスをしないで，相手にミスをさせる
.チームとしての共通のねらいを持ち，役苦手jに
応、じた糞任を果たし，互いに協力して， ~tIT罰
的に練澄やゲームを行なう
・ゲーム中心の活動，勝つための作戦をグルー
プで煮つめる，競り合いの勝敗により学習効
果を高める
・グループ内での教え合いや励まし合いを活発
・皆で助け合えるチームをつくり，練習や戦術
など工夫してゲームを楽しむ
-松互に協力し励まし合って，楽しく学潔でき
る
・社会性を養う→ク、、ルー フ。
-お互いに協力し， J'討を掛け合い，励ましあっ
て，ボールを拾ったり，高く上げたりカバー
したりしてスパイクに結びつける工夫をして
ゲームを楽しむ
ー教え合い，助1t合いの場の大切にする
生活一協力する(チーム技能も含む)， 
規則を守る，他人の立場を尊重する，など社
会的立場を身につける
きる
・安全
(昭和61年9月初日受理)
